２　御秘蔵の鷹
問一　「われならでは、この御鷹とりかひぬべき人おぼえず。」（１１〜１２行目）を現代語訳せよ。
問二 『古今著聞集』と同じジャンルで同時代に成立した作品を、次から選び、記号で答えよ。
　ア 『平家物語』   イ 『大鏡』   ウ 『今昔物語集』
　エ 『十訓抄』  オ 『徒然草』
解答
問一　私以外には、この鷹を調教できる人がいるとも思われません。
問二　エ
解説
問一　「ならでは」は、断定の助動詞「なり」の未然形＋打消の接続助詞「で」＋係助詞「は」で、「～でなくては」「～以外には」。「ぬべき」は、強意の助動詞「ぬ」＋助動詞「べし」の連体形。「べし」は可能の意。「この鷹を調教することができる」。「おぼゆ」は、「思われる」「思い浮かぶ」の意。
問二  『古今著聞集』は、鎌倉時代中期に設立した説話文学の代表的な作品である。ウ『今昔物語集』とエ『十訓抄』が説話文学であるが、『今昔物語集』は平安時代後期に設立した。
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